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第 1 章 消費社会のなかの観光 
  







































  観光活動＝余暇時間＋可処分所得＋地域に根づいた道徳観 































































































観光者の型 観光客の数 地元生活水準への順応 
探検型観光客 きわめて限られる 十分受け入れる 
旅行通の観光客 滅多にみられない 十分順応する 
型破りの観光客 たまにみられる うまく順応する 
並はずれな観光客数 ときどきみられる なんとか順応する 
初期の大衆観光客 一定の入り込み 西洋的な快適さを探す 




               1.探検者（Explorers） 
               2.旅行通（Elite tourists） 
               3.型破り（Off-beat tourists） 
               4.並外れ（Unusual tourists） 
               5.初期マスツーリズム（Incipient mass tourists） 
               6.マスツーリズム（Mass tourists） 







































べ、以下の 11 項目を挙げている22。 
   
①  ホスト側の人口のサイズやまなざしを向けられる対象の規模との関係からみ
た、現地を訪れる観光者の「数」 
  ② 観光のまなざしの特別な対象となる「観光対象」 
  ③ 来訪者のそこでのまなざしと、それがもたらす空間と時間の「密度」 
  ④ 大量のまなざしに対処するために開発されてきた観光産業の「仕組み」 
  ⑤ 既存の農業・産業活動に観光産業が及ぼす影響 
  ⑥ ゲストに対して大多数のホストとの間にある経済的・社会的・民族的差異 
  ⑦  大衆的な来訪者はどの程度きちんと標準的な宿泊設備とかサービスを要求す
るか 
  ⑧ 観光者がホスト住民へどの程度まなざしを投入してよいか 
  ⑨ 当該国家が積極的に観光を推進しているか妨げようとしているか 
  ⑩ 観光者がどう位置づけられ、スケープゴートにされているか 








































































































ると主張したマッカネルは、この連続体を 6 つに区分に分類している35。 
 
 ＜第 1 段階＞ゴフマンの言う表舞台 
 ＜第 2 段階＞舞台裏に見えるように、いくつか特徴的な部分について装飾された
観光的表舞台 
 ＜第 3 段階＞舞台裏にみえるように全体的にしつらえられた表舞台 
 ＜第 4 段階＞部外者（アウトサイダー）に開放される舞台裏 
  ＜第 5 段階＞観光客がときにちょっと覗いてもよいように整頓され、少し改良さ
れた舞台裏 
    ＜第 6 段階＞ゴフマンがいう舞台裏 
 


















正（現実） ①真正（本物） ②否定された真正性 


































































































「第 2 のまなざし」が必要であると指摘している46。 
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第 2 章 宗教とツーリズム 
  


















































































































































































































































































































 第 1 条 人々や社会の間の相互理解や尊重に貢献する観光 
 第 2 条 個人および集団の欲求や権利を達成するための手段となる観光 
 第 3 条 観光は持続可能な開発の一要素 
 第 4 条 観光は人類の文化遺産の利用者、そしてその価値を高揚させる貢献者 
33 
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 第 8 条 観光の移動における自由 
 第 9 条 観光関連産業における労働者および経営者の権利 
 第 10 条 世界観光倫理規定の履行 
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第 3 章 聖地の遺産化とツーリズム 
  
第 1 節 世界遺産というブランド 
 

















年のことであるが、そのとき全国 26 県から 24 件の提案が文化庁に寄せられた。その
中から「富岡製糸場と絹産業遺産群」「富士山」「飛鳥・藤原」「長崎の教会群とキリス
ト教関連遺産」が選出され、翌年暫定リストに追加された。さらに翌 2007（平成 19）




















た 1970 年代は第 1 章で示した J.ヤファリの観光開発の類型における「開発警戒期
（Cautionary Platform）」の時期にあたり、観光開発が「遺産保存に貢献する面と、
逆に遺産の環境を破壊する面の両方を考慮すべき」であると UNESCO も指摘してい














































第 2 節 世界遺産の基準と価値 
 
 世界遺産は、1972（昭和 47）年の第 17 回 UNESCO 総会で採択された「世界の文
化遺産および自然遺産の保護に関する条約（Convention Concerning the Protection of 
the World Cultural and Natural Heritage）」（以下、世界遺産条約）によって保護さ
れており、2015（平成 27）年 11 月現在 191 ヵ国が締約している12。この条約に基づ
いて、年 1 回開催される世界遺産員会が締約国から推薦を受けた物件を審査し、登録
の可否を決定している。世界遺産には「文化遺産」「自然遺産」そして「複合遺産」の
3 つのカテゴリーが存在し、2016（平成 28）年 6 月現在文化遺産 802 件、自然遺産










産条約履行のための作業方針」のなかで定められている登録基準 10 項目（文化遺産 6




























































る。UNESCO の前身とされているのは 1922（大正 11）年に国際連盟の下に設立され
44 
 
た国際知的協力委員会（International Committee on Intellectual Cooperation）とい
われており、国際連盟とともに第一次世界大戦への反省から国際協調による平和の実
現を目指して設立された機関である。そして戦争によって失われる文化財を保護する







































 文化遺産 自然遺産 複合資産 計 
ヨーロッパ・北米 420 61 10 491 
中南米 93 36 5 134 
アジア・環太平洋 168 59 11 238 
アフリカ 48 37 4 89 
中東 73 4 2 79 
計 802 197 32 1031 
















































































































































































































































































































（2016 年 7 月 10 日 筆者撮影） 
写真Ⅰ-3-2 出津教会に通じる道 
（2016 年 7 月 10 日 筆者撮影） 
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第 1 章 長崎におけるキリスト教 
 













ック教会は 16 の教区2の信徒数をまとめたものである（表Ⅱ-1-1）。 
 
表Ⅱ-1-1 日本のカトリック教会の 16 教区の信徒・信者数 
教区 教区人口3 信徒数 信徒率 信者数 信者率 
札幌 5,431,658 16,129 0.297% 16,485 0.303% 
仙台 6,947,818 9,834 0.142% 10,095 0.145% 
新潟 4,534,799 7,233 0.159% 7,335 0.162% 
さいたま 14,303,289 21,157 0.148% 21,384 0.150% 
東京 19,551,691 95,290 0.487% 97,120 0.497% 
横浜 15,906,777 55,041 0.346% 55,723 0.350% 
名古屋 12,626,519 26,687 0.211% 27,030 0.214% 
京都 7,256,408 17,995 0.248% 18,259 0.252% 
大阪 15,510,938 50,390 0.325% 51,236 0.330% 
広島 7,529,970 20,672 0.275% 20,946 0.278% 
高松 3,955,626 4,546 0.115% 4,655 0.118% 
福岡 7,785,935 29,387 0.377% 29,826 0.383% 
長崎 1,413,155 61,374 4.343% 62,265 4.406% 
大分 2,326,450 5,733 0.246% 6,038 0.260% 
鹿児島 1,691,427 8,971 0.530% 9,166 0.542% 
那覇 1,454,023 6,066 0.417% 6,158 0.424% 






















表 Ⅱ-1-2 日本のカトリックの教会の 16 教区の教会数 
教区 小教区 準小教区 巡回教会 集会所 計 
札幌 57 0 1 1 59 
仙台 53 0 7 0 60 
新潟 30 1 4 2 37 
さいたま 54 1 4 1 60 
東京 74 3 0 2 79 
横浜 79 1 13 1 94 
名古屋 48 2 8 1 59 
京都 51 0 3 1 55 
大阪 77 0 4 1 82 
広島 41 0 6 2 49 
高松 26 0 2 1 29 
福岡 55 0 9 2 66 
長崎 72 1 59 2 134 
大分 26 0 1 0 27 
鹿児島 29 0 40 0 69 
那覇 13 2 5 0 20 





第 2 節 キリスト教の伝来と長崎の誕生 
 








































































































































てられていき、約 1,500 人の信徒を得たとされている（長崎巡礼協議会 2012d）13。こ
の時から、長崎は「キリシタンの街」としての歩みを始めるのである。 
 






写真 Ⅱ-1-1 ルイス・デ・アルメイダ渡来記念碑 























































数は肥前・肥後・壱岐などで約 11 万 5 千人、豊後で約 1 万人、そして畿内で 2 万 5
千人に達したとされている。 















リードに入ってイスパニア国王フェリーぺ 2 世に謁見した。そして 1585（天正 13）
年 2 月にローマ到着後、聖ピエトロ寺院の帝王の間で老教皇グレゴリウス 13 世に謁見





化をみせていた。使節が長崎を出発した直後の 1582（天正 10）年 6 月、織田信長が
本能寺の変で死去した。信長の後を受け継いだ豊臣秀吉も当初はキリスト教を保護し、
キリスト教の布教は著しい進展をみせ、大名や武将、知識人の多くが信者となった。







 1587（天正 15）年 3 月に大友氏救援のために九州に出陣し島津氏を服属させた秀吉






























































































































など 1612 年（慶長 17）年までに 12 の教会が建立されたのである29。長崎の人口は 1600











写真 Ⅱ-1-2 日本二十六聖人殉教碑 































































残虐な刑罰が加えられたとされている。1614（慶長 19）年に約 5 万人と言われていた
長崎の人口も、1616（元和 2）年には 3 万人以下にまで減少していた事実が物語る通
り、厳しい迫害が行われていたのであった（長崎巡礼協議会 2012a）36。 




















サン・ロレンソ教会、そしてミゼリコルディアの付属教会と 7 つの病院は 1620（元和
6）年まで存続したが、いずれも破壊され監視がつけられていた。長崎教区には神父（パ
ードレ）と修道士（イルマン）13 人がいて、大村・平戸・五島の諸地方を巡回してい
た。1615（元和元）年には追放されていた宣教師 7 人がマカオから再入国し、翌 1616
（元和 2）年には 6 人が戻ってきたとされている。このため長崎には 10 人、有馬には
























刑はまず 30 人の斬首から始まり、25 人は火あぶりで処刑された。その内訳はイエズ
ス会の神父カルロ・スピノラ以下フランシスコ会、そしてドミニコ会の神父 9 人、日
本人神父 1 人、日本人修道士 12 人、宿主 4 人、女性 14 人、3 歳～12 歳までの子ども
































をくわえて棄教に追い込んでいくのであった（山崎 2015、瀬野ほか 1998）41。 
























を願い出て、1614（慶長 19）年に日向国臼杵郡県（現宮崎県延岡市）に 5 万 3 千石の
所領を与えられた。そして大和国二見五条（現奈良県五條市）1 万石の小大名松倉豊後
守重政が、関ヶ原の功によって 4 万石に加増され、島原半島を領することとなった。




































たのであった（海老沢 1971、外山 2013）43。 
写真 Ⅱ-1-4 天草四郎時貞墓碑 
（2015 年 3 月 1 日 筆者撮影） 
写真 Ⅱ-1-5 天草四郎時貞像 
（2015 年 3 月 1 日 筆者撮影） 
写真 Ⅱ-1-3 原城跡 



































































崎は軍需都市として 1884（明治 17）年から約 40 年間で約 350 隻の艦船を建造し、大
正時代の前期には世界第 3 位の造船都市となっていた。その間に製造された艦船のな
写真 Ⅱ-1-6 三井楽（岳）教会 
（2014 年 8 月 26 日 筆者撮影） 
写真 Ⅱ-1-7 江袋教会 















































































業が重点化されていくのである。そして 1948（昭和 23）年 10 月に第二次世界大戦中
には満足に奉納もできず活気がなかった長崎くんちが復活し、10 ヶ町の踊りが奉納さ
れるなど昔ながらの賑わいを取り戻し、翌 1949（昭和 24）年からは「庭見せ」も復




れ、全収入は 640 万円にものぼるといわれた（長崎市史編さん委員会 2013）51。この
とき長崎駅の建て替えや西坂公園の開設、幹線道路の修理、公衆衛生施設の整備、浜
町商店街におけるスズラン灯の設置などが行われ、これを機に街の美化が進んでいく








1950（昭和 25）年の約 12 万人から 1953（昭和 28）年には 100 万人と飛躍的な増加


















「玄海」が、翌 1957（昭和 32）年には長崎・東京間を 20 時間 40 分で結ぶ特急「さ





















観光客数は 1957（昭和 32）年に 100 万人を突破すると、1960（昭和 35）年には 150
万人を超え、多くの観光客が長崎に押し寄せ、長崎観光の黄金期を迎えたのである（片
寄 1982）54。さらにそうした観光客の誘致を促進させたのが、映画などのメディアの








 昭和 40 年代も観光客は増加し続け、1972（昭和 47）年には観光客数が 430 万人に
ものぼったとされている。昭和 30 年代初めは日本人の 100 人に 1 人が長崎観光に訪
れていたとされているが、昭和 40 年代になると 100 人に 4 人が長崎観光に訪れるよ
うになったと言われている。このような長崎観光ブームに伴って、宿泊施設の需要が
増えていく。高度経済成長に伴い生活様式の西洋化などから本格的な都市型ホテルの














































堂が、1977（昭和 52）年に土神堂が整備される。さらに翌 1978（昭和 53）年に老朽
化が進んでいた孔子廟を大幅に改修し、国宝級の文化財を展示する中国歴代博物館を
新設した。そして 1984（昭和 59）年には新地中華街に石畳を敷く計画が進められる

















ては 2 つのことが考えられる。まず 1 つ目には少子化の影響である。15 歳と 18 歳の









1973（昭和 48）年 455 269 11,352 
1974（昭和 49）年 457 274 11,841 
1975（昭和 50）年 493 275 12,355 
1976（昭和 51）年 498 273 12,255 
1977（昭和 52）年 488 239 9,983 
1978（昭和 53）年 470 240 10,417 
1979（昭和 54）年 468 243 11,404 
1980（昭和 55）年 466 236 11,915 
1981（昭和 56）年 469 237 12,045 
1982（昭和 57）年 434 235 12,956 
1983（昭和 58）年 458 226 12,975 
1984（昭和 59）年 476 226 13,084 
1985（昭和 60）年 484 210 12,596 
1986（昭和 61）年 524 215 12,154 
1987（昭和 62）年 543 212 12,246 
1988（昭和 63）年 540 215 12,871 
1989（平成元）年 562 186 13,603 
1990（平成 2）年 628 188 13,925 
1991（平成 3）年 554 198 15,338 
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 もう 1 つの要因は旅行先の多様化である。国内旅行においてはパック旅行（パッケ
ージツアー）などの登場によって航空機の活用が容易になり、雄大な自然とアイヌブ
ームなどで脚光を浴びた北海道と、1972（昭和 47）年に返還された沖縄への人気が高




外旅行は昭和 50 年代に入って徐々に増加していき、昭和 60 年代に入るといわゆるバ
ブル景気になり所得増加と急激な円高によって海外旅行客が爆発的に増加した。日本
人出国者数は 1975（昭和 50）年に 246 万人であったが 1988（昭和 63）年には 843



















（平成 2）年 8 月 3 日から 94 日間「長崎旅博覧会」と題して開催されたのである（長
崎市史編さん委員会 2013）63。松ヶ枝国際観光埠頭をメイン会場として市内に点在す
る性格の異なった 7 つのエリアをそれぞれ「会場」とみなし、それらを巡って旅をす
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第 2 章 長崎における「キリシタン文化」の位相と世界遺産 
  































































 第Ⅰ部第 3 章で述べているが、世界遺産登録のためには推薦案件の顕著な普遍的価
値（Outstanding Universal Value［通称 OUV］）の証明が、UNESCO 世界遺産条約
で定める評価基準 6 項目のうち 1 つ以上を満たすことが求められる。2007（平成 19）
年に世界文化遺産暫定一覧表に登録された際に提出された推薦書では、顕著な普遍的
価値として 3 点を提出している。 
 




















 そして登録基準の（ⅱ）～（ⅵ）の 5 つの項目に上記の普遍的価値が該当するとし
て推薦書を作成したのであった。 
 


































重なる議論が進められ、この 20 の資産に県内 15 資産、県外資産を加えた 43 資産を
選定し、構成資産の検討がなされることとなったのである4。そこで 2007（平成 19）
年 12 月 26 日に実施された第 1 回長崎県世界遺産学術委員会において資産の選定が行
われ、35 の資産で長崎の教会群の世界遺産化を目指すこととなったのである。 
さらに 2009（平成 21）年 2 月 28 日に行われた第 5 回長崎県世界遺産学術委員会にお
いて、構成資産を 29 資産に変更し、顕著な普遍的価値及び評価基準の再検討が実施さ





















































































































































































































の配置と並行して進められてきた観光客対策の 1 つである。まず長崎県は 2014（平成
26）年 4 月に長崎の教会群の情報発信及び来訪者のための総合窓口として「長崎の教
会群インフォメーションセンター」を設立し、長崎の教会群の歴史を発信するだけで
なく、教会見学時のマナーの啓発を図ったのである。そして翌 2015（平成 27）年 2
月より出津教会、田平天主堂、江上天主堂で事前連絡制を試験的に導入し、その成果





写真 Ⅱ-2-2 出津教会 
（2015 年 2 月 21 日 筆者撮影） 
写真 Ⅱ-2-3 田平天主堂 
（2016 年 8 月 5 日 筆者撮影） 
写真 Ⅱ-2-4 江上天主堂 
（2015 年 8 月 29 日 筆者撮影） 
写真 Ⅱ-2-5 大野教会堂 




































2015（平成 27）年 9 月 26 日～10 月 4 日の 9 日間で実施された ICOMOS による現地
調査を終え、登録の可否の正式決定を待つ段階にあった。しかしながら、2016（平成
28）年 1 月 15 日に示された ICOMOS の中間報告 で価値の証明が不十分との指摘を









第 5 節 世界遺産推薦一時取り下げを受けて 
  
長崎の教会群に関する ICOMOS の中間発表が示されたのは、2016（平成 28）年 1
月 15 日のことであった。そのなかで指摘されていたのは、大きく 2 つの点であった。
1 つは長崎の教会群には潜在的に世界遺産に相応しい顕著な普遍的価値があるものの、
個別の資産が全体の資産に貢献していることの根拠や、世界的な独自性を十分に証明




























































































































































































                                                  
1 木村勝彦（2007a）：「長崎におけるカトリック教会巡礼とツーリズム」『長崎国際大学論
叢』第 7 号、123-133 頁。 





教会堂の 20 ヶ所である。 
4 43 資産とは、以下に示す通りである。 
NO 資産の名称 保護の主体 保護の種別 
1 大浦天主堂 国 国宝 
2 旧羅典神学校 国 重要文化財 
3 旧大司教館 （新） 未指定 
4 旧伝道士学校跡 （新） 未指定 
5 開国後のキリスト教振興と布教の拠点 （新） 未指定 
6 潜伏キリシタン関連遺産群 （新） 未指定 
7 潜伏キリシタン墓碑 （新） 長崎市 史跡 
8 サント・ドミンゴ教会跡 未選定 
9 日本二十六聖人殉教地 長崎県 史跡 
10 旧浦上天主堂跡 （新） 未指定 
11 外海の文化的景観 （新） 未選定 
12 旧出津救助院 国 重要文化財 
13 出津教会 長崎県 有形文化財 
14 ド・ロ神父遺跡 長崎県 史跡 
15 大野教会堂 国 重要文化財 
16 吉利支丹墓碑 国 史跡 
17 日野江城跡 国 史跡 
18 原城跡 国 史跡 
19 黒島の文化的景観 （新） 未選定 
20 黒島天主堂 国 重要文化財 
21 田平天主堂 国 重要文化財 
22 生月・平戸の文化的景観 （新） 未選定 
23 中江ノ島 （新） 未指定 
24 宝亀教会 長崎県 有形文化財 
25 小値賀の文化的景観 （新） 未選定 
26 野崎島の旧農村集落 （新） 未選定 
27 旧野首教会 長崎県 有形文化財 
28 上五島の文化的景観 （新） 未選定 
29 青砂ヶ浦天主堂 国 重要文化財 
30 頭ヶ島天主堂 国 重要文化財 
31 大曽教会 （新） 長崎県 有形文化財 
32 下五島の文化的景観 （新） 未選定 
33 江上天主堂 国 重要文化財 
34 旧五輪教会堂 国 重要文化財 
35 堂崎教会 長崎県 有形文化財 
36 今村天主堂 （福岡県） （新） 福岡県 有形文化財 
37 馬渡島教会 （佐賀県） （新） 未指定 
38 呼子教会 （佐賀県） （新） 未指定 
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39 手取教会 （熊本県） （新） 未指定 
40 富岡吉利支丹供養碑 （熊本県） （新） 国 史跡 
41 南蛮寺跡 （熊本県） （新） 未指定 
42 崎津の文化的景観 （熊本県） （新） 未選定 
43 大江の文化的景観 （熊本県） （新） 未選定 
 
5 この際、当初の 29 資産は「世界遺産・歴史文化遺産群」として一体的に保存・継承する
ことが決定されていた。 




草の崎津集落」の 13 資産が決定した。なお「平戸島の聖地と集落」は、2014（平成 26）
年 12 月 5 日に「平戸島の聖地と集落（春日集落と安満岳）」と「平戸島の聖地と集落（中
江ノ島）」に分割されたため、長崎の教会群の構成資産は 14 となった。 
7 木村勝彦（2009）：『宗教的聖地と観光倫理に関する考察－長崎のカトリック教会群をめ
ぐって－』山中弘編『場所をめぐる宗教的集合記憶と観光的文化資源に関する宗教学的






10 前掲書、127-129 頁。  
 松井圭介（2013）：『観光戦略としての宗教－長崎の教会群と場所の商品化－』筑波大学







14 長崎巡礼センターの設立は 2006（平成 18）年 8 月に長崎大司教区と長崎巡礼に関する
取り組みが開始されたことに端を発する。翌 2007（平成 19）年 5 月にカトリックセン
ター内に長崎巡礼センターが任意団体として発足し、長崎巡礼を促進するための情報発
信及び環境整備に関する事業を行うことを目的としていた。さらに多くの人々の長崎巡
礼の窓口となるべく、センターの組織充実が検討され、2008（平成 20）年に NPO 法人
化したのである。 
15 前掲書、127-129 頁。  
山中弘（2007）：「長崎カトリック教会群とツーリズム」『哲学・思想論集』第 33 号、176-155
頁。 
16 明治日本の産業革命遺産については、2015（平成 27）年 7 月 5 日にドイツ・ボンで開
催された UNESCO 世界遺産委員会で世界文化遺産への登録が決定した。 
17 小値賀町の旧野首教会堂に関しては、無人島であるため NPO 法人「おぢかアイランド・
ツーリズム」が教会内部の観覧等を含めた管理を行っており、教会守としての配置は成
されていない。 





















第 11 巻第 2 号、2008 年）、p.39-55。 
24 西山徳明（2001）：「自律的観光とヘリテージ・ツーリズム」石森秀三・西山徳明編『ヘ
リテージ・ツーリズムの総合的研究』国立民族学博物館調査報告 21、国立民族学博物館、
21-36 頁。  
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第 1 節 聖地ツーリズムとスピリチュアリティ 
 



















「巡礼者が半ば観光客であるならば、観光客も半ば巡礼者である（a tourist is half a 
pilgrims, if a pilgrim is half a tourist）」と指摘しているように、巡礼者と観光客を明
写真Ⅱ-3-1 大浦天主堂 




































24 名を逮捕した。捕らえられた 24 名は京都・大坂・堺の市中を引廻されたのち、長
崎に護送されて処刑されることとなった。護送中に 2 名が名乗り出て 26 名となった一















1998）11。一方で、1862（文久 2）年に教皇ピオ 9 世によって殉教した二十六人が聖
人に列せられ、それを記念して二十六聖人の殉教地「西坂」に向けて大浦天主堂が建




1865（慶応元）年 2 月 19 日、大浦天主堂の献堂式が行われた。天主堂の完成後、大
勢の人々が物珍しさも手伝って見物に押しかけたとされている（片岡 1989）12。 




の奇跡とも言われている。大浦天主堂は 1933（昭和 8）年 1 月 23 日に文部省により、
当時の国宝保存法に基づいて国宝に指定された。しかし 1945（昭和 20）年 8 月 9 日
11 時 2 分に投下された原子爆弾によって、屋根や正面大門扉、ステンドグラス等に甚
大な被害を受けたが、5 年の歳月をかけて 1952（昭和 27）年に修復工事が完了した。
写真Ⅱ-3-2 信徒発見の碑 
（2014 年 9 月 3 日 筆者撮影） 
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第 3 節 宗教的聖地の聖性と公共性 
 
 大浦天主堂が観光客を受け入れることについては、二つの点が考慮されなければな

















づけたのである（山村 2006）16。そして 1999（平成 11）年に ICOMOS が発表した「国


















（2014 年 9 月 3 日 筆者撮影） 
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大浦天主堂の拝観料は 2015（平成 27）年 7 月 1 日より大幅な値上げが実施され、
600 円に変更された。値上げの理由は公表されていないものの、長崎県企画振興部文











年 9 月に対面方式のアンケート調査を実施した。回答者数は 56 名で、その内訳は 20
代未満が 3 名、20 代が 14 名、30 代が 6 名、40 代が 9 名、50 代が 9 名、60 代が 14























































































                                                  
1 カトリック中央協議会（2015）：「カトリック教会現勢 2014 年 1 月～12 月」司教協議会














7 Turner, V., Turner, E.（1978）：Image and Pilgrimage in Christian Culture：
Anthropological Perspectives. Columbia University Press.p.20. 
8 伊藤雅之・樫尾直樹・弓山達也（2004）：『スピリチュアリティの社会学－現代社会の宗
教性の探求』世界思想社。 







                                                                                                                                                            
12 片岡弥吉（1989）：『長崎のキリシタン』聖母の騎士社。 
13 脇田安大（2016）：『大浦天主堂物語－信徒発見から 150 年－』聖母の騎士社。 





























第 1 節 平戸キリスト教史 
  
 第Ⅱ部第 1 章でも取り上げたが、平戸は長崎で初めてキリスト教が伝来し、長崎が
キリシタンの街として成立する礎を築いた都市である。フランシスコ・ザビエルは海
外との貿易に興味を示していた領主松浦隆信に歓迎され、家臣の木村氏の住居に住み
ながら布教活動に取り組んだと言われている。わずか 1 ヶ月の間に 100 人ほどの人々
が洗礼を受けたとされており、平戸からキリスト教の布教が始まっていくのである（長
崎巡礼協議会 2012e）1。 































































（2016 年 6 月 5 日 筆者撮影） 
 
 






 キリシタン紀行は、毎週土・日曜日に催行される旅行商品で（最少催行人数 10 人）、
マイクロバスで平戸の主要なキリスト教関連史跡を巡るツアーである。日帰りで行う
















145 人（平戸コース 133 人、生月コース 12 人）、翌 2004（平成 16）年には 247 人（平
戸コース 140 人、生月コース 107）人がキリシタンに参加したとされている。参加者
が伸び悩んだ背景には、ツアーの開催が土・日曜日である上最低催行人数が 10 人とい
うところに存すると松井（2006）は指摘している8。実際に申し込みがあったものの規
定人数に達せず催行されなかったツアーは 166 件、605 人におよび開催から 2 年の参
加者数よりも多いことがわかる。したがってキリシタン紀行は注目を集め観光客の関
心を引いていたものの、ツアー開催の条件がネックとなり、ツアーの開催を断念せざ










定で 5,500 円の料金が設定されており、後者は日曜日午前限定で 2,800 円の料金が設

































































































（2015 年 8 月 12 日 筆者撮影） 
写真Ⅱ-4-9 注意喚起の内容 
（2015 年 8 月 12 日 筆者撮影）
写真Ⅱ-4-7 立札の内容（拡大）
（2015 年 8 月 12 日 筆者撮影）
写真Ⅱ-4-8 教会訪問のマナー 
























（2016 年 9 月 4 日 筆者撮影）
写真Ⅱ-4-10 駐車場の石垣 







































































                                                  
1 長崎巡礼協議会（2012e）：『NAGASAKI TRAIL 長崎県の教会堂と巡礼地－平戸・佐世
保編－』長崎巡礼協議会。 





5 前掲書、52 頁。 
 前掲書、28-29、48 頁。 
6 山中弘（2007）：「長崎カトリック教会群とツーリズム」『哲学・思想論集』第 33 号、176-155
頁 
7 松井圭介（2013）：『観光戦略としての宗教－長崎の教会群と場所の商品化－』筑波大学
出版会、70-71 頁。  
8 松井圭介（2006）：「観光戦略としてのキリシタン－宗教とツーリズムの相克」『人文地
理学研究』第 30 巻、147-179 頁。  
9 例えば 2014（平成 26）年 7 月 11 日西日本新聞 27 面「長崎の教会群 世界遺産国内候補
へ」、2016（平成 28）年 2 月 10 日西日本新聞 23 面「取り下げの波紋－教会群の世界遺
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産推薦○上 」など。 
10 教会守制度及び教会訪問の事前連絡制に関する概要は、第 2 部第 2 章第 3 節を参照され
たい。 
11 安福恵美子（2014）：「地域資源と「観光ボランティアガイド」の関係性に関する一考察」  
『愛知大学綜合郷土研究所紀要』第 59 号、101-114 頁。  
12 2016（平成 28）年 5 月 30 日長崎新聞 22 面「教会群「日野江城跡」「田平天主堂」除
外」。 
13 MacCannell, Dean（2011）：The Ethics of Sightseeing, University of California. 
 原一樹（2014）：「D.MacCannell  著 “The Ethics of Sightseeing”の批判的継承に向
けて」『神戸夙川学院大学観光文化学部紀要』 第 5 号、88-98 頁。 
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第 2 節 サン・ジワン神父と日本人伝道士バスチャン 
 




















































    2.コンへソーロ（告白をきく神父）が、大きな黒舟にのってやって来る。毎週で
もコンヒサン（告白）ができる。 
    3.どこでも大声でキリシタンの歌をうたって歩ける時代が来る。 






















（2015 年 6 月 6 日 筆者撮影） 
写真Ⅱ-5-2 バスチャン屋敷 



































































年は 1889（明治 22）年から 9 年 9 ヶ月の歳月をかけて野道共同墓地の建設を進めた。
ド・ロ神父は 1914（大正 3）年に、大浦天主堂の敷地に建設されていた長崎大司教館








（2015 年 7 月 1 日 筆者撮影） 
写真Ⅱ-5-5 大野教会堂 




















出津教会の教会守としては、2016（平成 28）年現在 70 代男性の T 氏と Y 氏、60










（2015 年 7 月 1 日 筆者撮影） 
写真Ⅱ-5-7 ド・ロ神父の墓碑 




40 代女性 A 氏で、もともと出津出身ではないものの、出津に赴任してド・ロ神父の功
績を語ることが自分の使命だと実感し、ガイド活動に力を注ぐようになったという。 








   
















































































































2009（平成 21）年 21,542 
2010（平成 22）年 20,059 
2011（平成 23）年 17,722 
2012（平成 24）年 18,939 
2013（平成 25）年 17,279 
2014（平成 26）年 17,934 
2015（平成 27）年 18,082 
2016（平成 28）年 14,874 写真Ⅱ-5-8 「沈黙」の碑 




































ついては、Y 氏と O 氏の 2 人は次のように述べている。 











































































（2015 年 9 月 1 日 筆者撮影） 
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ールにも充たない畑地で麦や芋を辛うじて栽培している貧しい百姓たちで、水田を持っ
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第 11 巻第 2 号、2008 年）、p.39-55。 
35 中谷哲弥（2004）：「宗教体験と観光－聖地におけるまなざしの交錯」『「観光のまなざし」
の転回－越境する観光学』遠藤英樹、堀野正人（編）、春風社、183-202 頁。  
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産業革命遺産） 1と並んで、「長崎の教会群とキリスト教関連遺産（Churches and 
Christian Sites in Nagasaki）」（以下、長崎の教会群）を長崎観光の中心に据えて、
観光戦略を模索してきた。「長崎から 2 つの世界遺産を」をキャッチフレーズとして、

































































ものの、純玄が朝鮮出兵の出陣の際に陣中で病死し、1594（文禄 3）年に玄雅が 21 代
領主となると状況は一転し、キリスト教の布教はますます拡大していくのであった。
その 3 年後、五島における最初の受難が待っていた。1597（慶長 2）年に長崎の西坂
の丘で京都・大阪で捕縛された 26 人が処刑されるという日本二十六聖人殉教の事件が





























（2014 年 8 月 24 日  筆者撮影）  
写真Ⅱ-6-2 アルメイダ渡来記念碑 































（2014 年 8 月 27 日  筆者撮影）  
写真Ⅱ-6-4 堂崎教会堂 
（2014 年 8 月 27 日  筆者撮影）  
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知らしめようとする思いがある。同センターの A 氏は、次のように述べている20。 
 





































「旅の思い出に残る体験」の 5 つを掲げている。「上五島編」「久賀島・奈留島編」の 2
コースが設けられ、両コースとも 7,800 円が設定されていたが、翌 2016（平成 28）












































第 4 節 教会の世界遺産化に伴う聖地の変容 
 













江港から 1 日 3 便の定期船と海上タクシーのみで移動するしかなく、島内にも公共交

























（2014 年 8 月 27 日  筆者撮影）  
写真Ⅱ-6-6 五輪集落 



















（2016 年 8 月 22 日  筆者撮影）  
写真Ⅱ-6-9 頭ヶ島天主堂墓地 
（2016 年 8 月 22 日  筆者撮影）  
写真Ⅱ-6-8 頭ヶ島集落 
（2016 年 8 月 22 日  筆者撮影）  
写真Ⅱ-6-7 頭ヶ島天主堂 













































を体感しようとしている点では、マッカネルが J.アーリの「第 1 のまなざし」に対す




                                                  
1 英語表記では「Sites of Japan’s Meiji Industrial Revolution: Iron and Steel, 

























11 片岡弥吉（1989）：『長崎のキリシタン』聖母の騎士社、91-93 頁。 









16 山中弘（2007）：「長崎カトリック教会群とツーリズム」『哲学・思想論集』第 33 号、
176-155 頁。 







                                                                                                                                                            
叢』第 7 号、123-133 頁。 
20 2014（平成 26）年 8 月 5 日聞き取り調査より。 
21 「ながさき巡礼 五島列島コース」は「福江島・嵯峨島巡礼 2 日間（五島巡礼手帳 17
ヶ所）」、「福江島・嵯峨島・久賀島・奈留島巡礼 3 日間（五島巡礼手帳 23 ヶ所）」、「中
通島・若松島巡礼 2 日間（五島巡礼手帳 22 ヶ所）」、「中通島・若松島巡礼 3 日間（五島
巡礼手帳 30 ヶ所）」の 4 つのコースが企画されている。 
22 山中弘（2015）：「ツーリズムと今日の聖地：長崎の教会群の世界遺産化を中心にして」
『史学』Vol.85,No1/2/3.591-610 頁。 
23 旧五輪教会堂は 1931（昭和 6）年に浜脇教会が改築される際に、それまで使用されて
いた旧聖堂を解体して移築したものである。旧聖堂は 1881（明治 14）年に創建された
もので、移築の際に特別な改修等も行われておらず、創建当時の姿を残している。 
24 MacCannell, Dean（2011）：The Ethics of Sightseeing, University of California. 
原一樹（2014）：「D.MacCannell  著 “The Ethics of Sightseeing”の批判的継承に向


















第 1 章 長崎寺町の歴史と景観形成 
  





















子の町へと変貌を遂げたのである（長崎市 1981、安野 2011、ラウレス 2016）1。 
 長崎寺町はこのようなキリシタン弾圧の過程で成立した。風頭山の麓の長崎の町を
見下ろすような場所に、2 社 14 寺が立ち並ぶ全国的にも他に類例のない街並みであり、






























 興福寺は 1620（元和 6）年に長崎に渡来してきた明の商人たちによって、航海安全
を祈願して小庵が造られたことがそのはじまりとされている。日本最古の黄檗宗寺院
であり、崇福寺・福済寺とともに長崎三福寺の１つとされている（木村 2005）8。 





である日與が 1631（寛永 8）年同地に創建した。寺院と最上位稲荷殿、護国殿の 3 つ
が同一の敷地内にあるという全国的にも珍しい寺院である（長崎市立博物館 2002）10。 
 晧台寺は 1608（慶長 13）年に、肥前国松浦郡山口村洪泰寺の 7 代住職であった亀
翁良鶴によって長崎村岩原郷に創建された。1626（寛永 3）年に寺町の現在地に移動
し、1642（寛永 19）年に 2 代住持一庭融頓が海雲山晧台寺と改めた（長崎市立博物館
2002）11。 














 崇福寺は 1629（寛永 6）年に福州出身の長崎在住唐人が中心となって、唐僧超然を
招いて創建した黄檗宗寺院である。長崎にある 3 つの国宝のうち 2 つを有しており15、
寺町のなかでも突出して観光客が多い（木村 2005）16。 
 八坂神社は 1620（元和 6）年に高覚院盛宥が、今籠町にあった樹齢数百年の一老木
の樹蔭に小石祠を設けて天王社を創建したことがはじまりとされている。1626（寛永
3）年に長崎奉行の許可を得て京都祇園社の御神霊を天王社に合祀し、祇園宮延寿院と
称した。1638（寛永 15）年に現在地に遷宮された（瀬野ほか 1998）17。 


















（2012 年 10 月 6 日 筆者撮影） 
写真Ⅲ-1-2 崇福寺大雄宝殿 




れ、大浦天主堂とともに長崎市に存在する 3 つの国宝のうち 2 つが崇福寺に存在して
いるほか、他の寺町の寺社と比べて多数の文化財を所有している。 
表Ⅲ-1-1 寺町の寺社の創建年及び宗教・宗派 
寺社名 創建年 宗教・宗派 
若宮稲荷神社 1673（延宝元）年 神道 
光源寺 1631（寛永 8）年 浄土真宗 
禅林寺 1644（正保元）年 臨済宗 
深崇寺 1615（元和元）年 浄土真宗本願寺派（西） 
三宝寺 1623（元和 9）年 浄土宗 
浄安寺 1624（寛永元）年 浄土宗 
興福寺 1620（元和 6）年 黄檗宗 
延命寺 1616（元和 2）年 真言宗 
長照寺 1631（寛永 8）年 日蓮宗 
晧台寺 1626（寛永 3）年21 曹洞宗 
大音寺 1641（寛永 18）年 浄土宗 
発心寺 1710（宝永 7）年 浄土真宗本願寺派（西） 
大光寺 1660（万治 3）年 浄土真宗本願寺派（西） 
崇福寺 1629（寛永 6）年 黄檗宗 
八坂神社 1638（寛永 15）年 神道 


















（2012 年 10 月 6 日 筆者撮影） 
写真Ⅲ-1-6 大音寺本堂 
（2012 年 10 月 6 日 筆者撮影） 
写真Ⅲ-1-8 大光寺本堂 
（2012 年 10 月 6 日 筆者撮影） 
写真Ⅲ-1-7 八坂神社 
（2012 年 9 月 30 日 筆者撮影） 
写真Ⅲ-1-3 崇福寺第一峰門 
（2012 年 9 月 30 日 筆者撮影） 
写真Ⅲ-1-4 興福寺山門 

































































































そして 2005（平成 17）年 1 月と 2006（平成 18）年 1 月に 1 市 7 町が合併し、長
崎市の市域が拡大した。このような背景から、長崎市は目指すべき将来の都市像とし
て、「個性輝く世界都市、希望あふれる人間都市」を 2011（平成 23）年 3 月に施行さ
れた「第四次長崎市総合計画」のなかに掲げた。そして将来目指すべき都市像を、景
観形成の面から実現していくための基本的な方向性を示すために、2011（平成 23）年
































































3 前掲書、65 頁。 
4 前掲書、79 頁。 
5 前掲書。66 頁。 
6 前掲書、69 頁。 
7 前掲書、69 頁。 
8 木村得玄（2005）：『黄檗宗の歴史・人物・文化』春秋社。 
9 前掲書、80 頁。 
10 前掲書、74 頁。 
11 前掲書、71 頁。 
12 長崎市史編さん委員会（2012）：『新長崎市史 第二巻近世編』長崎市。 
13 長崎県教育委員会（1986）：『長崎県の近世社寺建築』長崎県。 
14 前掲書、63 頁。 
15 長崎県にある国宝は崇福寺の「大雄宝殿」と「第一峰門」、そして「大浦天主堂」の 3
ヶ所である。 
16 前掲書、3、44、50 頁。 
17 瀬野精一郎・新川登亀男・佐伯弘次・五野井隆史・小宮木代良（1998）：『長崎県の歴史』
山川出版社。 
18 前掲書、81 頁。 




                                                                                                                                                            
20 晧台寺、大音寺、本蓮寺の三つの寺院を「長崎三大寺」と呼ぶ。 




















































                                                                                                                                                            
建造物等で価値の高いもの」とされる文化財を保存していくための制度である。長崎市




第 2 章 寺町の観光まちづくり 
  














































第 2 節 寺町の観光活用の動向 
 
 寺町の観光活用と景観保全における寺社側の見解を明らかにするために、住職及び宮司、



































た。その結果、「大いに賛成」が 11 名、「どちらかと言うと賛成」が 6 名、「どちらで






















た。その結果、「大いに賛成」が 6 名、「どちらかと言うと賛成」が 9 名、「どちらでも







































いたい知っている」が 6 名、「聞いたことがある」が 5 名、「あまり知らない」が 8 名、















けた。その結果、「よく知っている」が 2 名、「だいたい知っている」が 9 名、「聞いた











   











  ・いこいの寺町として喫茶店等を設置し、美しい寺町と親しみのある寺町のなっ 
てもらいたい 
  ・京都のように保護してほしい 
    ・人は生きゆく上で移動も必要なのにもっと傾斜地の特性を生かすよう都市空間 
の改善活用施策をしてもらいたい 
  ・長崎市は江戸時代の都市計画でそれ相応になされたのです。この点で現在の寺 
町は現状を保存することで可でないでしょうか（拙寺は国の法律上防災建築で 
す） 

























































（4）「長崎市景観基本計画」をはじめとする行政の景観施策について、寺社に対し   

























































































































































































続けるために、2006（平成 18）年 8 月に専門家や市民等約 60 名から成るまちなか再
生計画策定検討委員会」を設置して検討を進め、2008（平成 20）年 1 月に報告書が策
定された。この中では、市民が誇りに思えるまちなかを目指して「地域力でまちなか



























































 また 1990（平成 2）年度より 10 月 4 日を「都市景観の日」と制定し、景観に関す
るテーマを取り上げた市民啓発イベントを毎年実施し、市民の景観に対する関心を高










（2013 年 11 月 20 日 筆者撮影） 
写真Ⅳ-2-3 改修された岩永梅壽軒 














24）年 3 月 17～20 日までの 3 日間で試験的に実施された「まちあかり～あかりでつ













（2013 年 3 月 5 日 筆者撮影） 
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  資料：「歩いて楽しいまちづくり構想」より筆者作成 
10 1987 年度に創設された「長崎市都市景観建設賞」が 1991（平成 3）年度より「長崎市


























第 1 章 宗教的聖地をめぐる商品化の倫理的問題性 
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第 2 章 コンタクト・ゾーンとしての宗教的聖地 
  

























































































































































1 のまなざし」か「第 2 のまなざし」かで互いの印象やふるまいは大きく違ってくる
と考えるからである。 
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